
平成２４年度　地域活性化事業交付金　交付決定事業実績　【横山地区】

交付決定 交付金額

事業の目的 事業の実績 事業の成果 事業実施団体による自己評価 年月日 （単位：円）

ボランティア絆
高齢者ふれあいいきい
きサロン見守りボラン
ティア事業

　ひきこもりや認知症、障害をもつ等、サ
ロンに参加することが困難な状況の方
を参加できるように支援することにより、
これらの方を地域コミュニティに参加で
きるような環境を作り、誰もが健康で明
るい日常生活を送ることができることを
目的とする。

・災害時のために、弱者見守りする為の
知識習得、訓練実施をした。救命救急
法講習受講。弱者支援勉強会の実施
・避難訓練をサロン開催中にサロン毎に
順次実施「高齢者ふれあいいきいきサ
ロン見守り」においてはサロン開催中で
も安心して行動出来るよう、サロン参加
の方々の避難訓練をサロン毎に実施し
た。
・独り暮らし高齢者や障害者等、一人で
サロンへの参加が困難な方々に対して
参加への支援をした。

　 災害時など　民生委員と共に　独り住
まい、高齢者、高齢者夫婦世帯、障害
者など弱者見守ための訓練等を行っ
た。
　また、サロン開催中でも落ち着いて行
動出来るよう、サロン参加者を対象に開
催時に避難訓練をサロン毎に順次実施
した。
　独り暮らし高齢者や障害者等、一人で
サロンへの参加が困難な方々に対して
参加への支援をし、明るい日常生活を
送ることのできる地域づくりを行った。

　いざという時に、弱者支援出来るよう
な準備や知識習得に会員一同が励ん
だ。
　また、サロン開催中の地震等を想定し
たとっさのときの為の避難訓練を実施し
たことは良かった。

H24.6.4 481,000

男性ボランティア横
山ゼロツウ／テン

高齢者見守りパトロー
ル（高齢者居場所づくり
と見守り）事業

・日常の見回りパトロールを継続すると
ともに、横山地域に高齢者の見守り、交
流する場所を設定して、情報交換、健康
状態や安否を確認することにより、高齢
者が定期的に立ち寄れる「心の居場所」
として、地域コミュニティ作りに寄与す
る。

・高齢者の立ち寄り処「くつろぎ亭横山」
を開設し、チラシ6,000枚を作成し、自治
会長を通じ周知を図った。
・くつろぎ亭横山で、懇談、傾聴、合唱、
囲碁等を行い利用者が楽しみながら相
互見守りを行った。
・高齢者と子ども交流事業「茶饅頭づく
り、ジャンケンゲーム」を開催した。
・開設（9/20～3/14）まで毎週木曜日計
25回開催し延べ671名の利用があった。
・「くつろぎ亭横山の充実から高齢者の
見守り合いネットワークづくりへ」高齢者
見守り啓発冊子150部を作成し、関係団
体や関係者に配布した。

・利用者から定期的に立ち寄れる居場
所の開設に多数の感謝が寄せられ地域
に輪が広がった。
・高齢者の見守り活動を「訪問見守り」
から「相互の居場所見守り」へと転換で
きた。
・くつろぎ亭横山のテーマソングが作ら
れ親しまれている。
・高齢者見守りの啓発冊子を作成したこ
とにより今後の地域見守り体制の指針
を示すことができた。

・地域に高齢者の憩いの場となる居場
所を作り、高齢者が相互に見守り合うこ
とができる場所を開設したことをボラン
ティア活動としたことは、大成功であった
といえる。
・くつろぎ亭横山開設までの経緯、意
義、今後の高齢者見守り体制の方向を
啓発する冊子を作成、配布したことは福
祉関係団体、ボランティア関係者にとっ
て大きな参考になると思われる。

H24.6.29 227,000

横山地区自治会連
合会

横山地区まちづくり広報
発行事業

横山地区自治会連合会や地区の各団
体の活動に関する情報、その他まちづく
りに関する情報などを広く地区住民に広
報することで、地区の活動を周知し、活
動やまちづくりに関心、興味を持っても
らう。その結果として、これまでは参加
機会の少なかった人たちが公共的な活
動へ参加し、こうしたことを通して、地域
が活性化し、まちづくりが発展していくこ
とを目的とする。

・横山地区まちづくり広報誌を計３回発
行して、各戸配布した。（自治会加入世
帯）
・各号４，５００部作成

　横山地区のまちづくりの取組みや住民
の方々に知っていただきたい情報を掲
載した情報誌を全戸に配布（自治会加
入世帯）することにより、横山地区のま
ちづくりについて周知することができ、関
心をもってもらうことができた。

　３回発行することにより、まちづくりの
取組み、地区の行事やイベントなどの情
報を十分に伝えることができ、横山地区
に関心をもってもらえたものと十分に評
価できる。

H24.10.12 383,000
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事業実績の概要

横山地区安全・安心
事業推進委員会

横山地区安全・安心事
業

　横山地区において、住民主体で大震
災等の災害への対応、日常生活上でふ
りかかる犯罪や交通事故の防止の取り
組みを進め、ＰＲ及び啓発を図ることに
より、防災、防犯と交通安全を推進する
とともに、安全で安心して生活できる地
域づくりに貢献する。

・横山地区安全・安心事業“安全・安心
よこやま”発足記念式典（「横山地区安
全・安心宣言」発表、啓発用記念品の配
布）
・啓発のぼり旗（３種類各５０本）の作成
と各自治会へ配布　※防犯、防災、交通
安全の３種類
・啓発用チラシ（３種類各5，000枚）の作
成と各自治会へ配布
・横山公民館まつりに出店し啓発活動
・第１回横山地区安全・安心の日（各自
治会で啓発のぼり旗を掲出してＰＲし
た。）

　自治会加入世帯への各戸配布、防災
訓練や公民館まつりなどで、住民にとっ
て身近である犯罪への予防手段、大震
災等に対する災害への備え、自転車事
故などの交通事故防止の心構えや取組
みを紹介した。
　地区内の住民の防災防犯に対する意
識が高まり、各世帯や各人での取組み
につながっているものと思う。

　横山地区で防犯、防災と交通安全とい
う異なる分野の関係者が集まり、事業を
企画・実施したことにより、日常生活で
の安全と安心の取組みを総合的に検討
し、実施できたことは大変効率的で有効
であったものとして評価できる。

H24.11.16 710,000

とっさの時の安心づ
くり事業推進委員会

とっさの時の安心づくり
事業

　緊急連絡表や安心カードを作成し活
用の呼びかけをすることで、誰もが安心
して日常生活を送ることのできる地域を
つくること。

・「緊急時連絡表（家族全員用、高齢者
用）」、「活用の手引き」、「とっさの時の
安心カード」を改訂し、横山地区内の世
帯に配布した。

　一人暮らしの方が急病の時とか、隣の
子が怪我したけど親御さんが留守のよ
うで連絡できないとか、救急車を呼ばな
くてはならない時などいざという時、何も
分からず慌てることなく。とっさの時で
も、緊急連絡先や本人の状況（状態）が
わかり迅速な対応がとれようになった。

　とっさの時に情報把握で迅速にきるよ
うになった。
　継続して行うことにより、安心カードに
対する認識が定着した。また、とっさの
時に対する弱者支援の一環としても地
域に貢献した。

H25.2.12 761,000

2,562,000


